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                       Ｎews Ｒelease 
2022年 12月 22日 

京成電鉄株式会社 

松竹株式会社 

金町線開業 110周年を記念！ 

柴又駅 映画『男はつらいよ』 構内装飾デザイン 

「寅さんのいる柴又」 をリニューアルしました！ 

2022年 12月 22日より 

京成電鉄（本社：千葉県市川市、社長：小林 敏也）では、今年度、柴又駅開業及び

金町線全線開通 110 周年を迎え、山田洋次監督、松竹株式会社（本社：東京都中央

区、社長：迫本 淳一）による企画・監修のもと、装飾リニューアルを実施し、12月 22日

（木）より供用開始いたします。 

 

当社は、2020年 12月より、映画『男はつらいよ』シリーズの舞台・柴又の玄関口であ

る柴又駅における、同映画を題材とした構内装飾「寅さんのいる柴又」を実施してまいり

ました。 

今回のリニューアルでは、前回実施のホーム柱四側面へのラッピングを、シリーズ 50

作目にあたる映画『男はつらいよ おかえり 寅さん』の場面写真のものに変更するほか、

新たに、金町線開業110周年を記念し、柴又駅の昔の写真から、駅の歴史の一端を振

り返る一面が登場します。さらに、前回好評の駅名看板デザインに合わせて、ホーム案

内看板のデザインを変更します。 

 

京成電鉄および松竹では、今後も柴又駅周辺エリアがこれまで以上に多くの方々か

ら愛されるまちとなるよう、沿線地域の持続的発展に貢献してまいります。 

本件の概要は次頁のとおりです。 

 

 

 

  

柱周りデザインイメージ 
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柴又駅における映画『男はつらいよ』構内装飾デザインリニューアル概要について 

 

1. 期   間  2022年 12月 22日（木）～当面の間 

2. 場   所  柴又駅構内（京成金町線） 

3. 実施内容   

 

（１）ホーム柱のラッピングリニューアル 

           

 

（２）駅名看板リニューアルおよびホーム案内看板に装飾 
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（３）駅装飾の解説ポスター掲出（左：上りホーム 右：下りホーム） 
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（４）柴又駅の今昔の写真を掲出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     大正初期の柴又駅上りホーム        昭和 20年代の柴又駅の駅舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

      昭和 30年代の柴又駅の駅舎         昭和 56年頃の柴又駅の駅舎 

 

以 上 

 

 

 

 


